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This study examines how the prefectural and city schools shared the responsibility of special education provision, how 
the Ministry of Education, Science and Culture was thinking about it, in the period up to the Vice Minister Circular #380 
of 1962. This circular had established school admission criteria and placement of pupils with disabilities. Many children 
with disabilities including retarded pupils seemed to be enrolled in a certain kinds of special classes of elementary and 
junior high schools up to this Circular #380. As pr巴fecturalschools for pupils with disabilities increased, the Ministry 
of Education. Science and Culture set the school standards nationwide by the type of disability and its level. According 
to these standards, prefectural schools received children with severer disability, and city schools provided education 
for children with milder disabilities. However, this partial responsibility system between prefecture and city was used 
in uniform and stiffened way，田dprevented children with severer disability from providing education by a city school. 
The centralized policy change of the whole Ministry of Education, Science and Culture had influenced special education 
policy change. 
Key words : administrative ruling circular No. 380 of Showa 37 for school attendance, special school, special clas, 
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表1 初期養護学校の開設（昭和30年まで） 太字は私立を示す





































































年度 国立 県立 村立 私立
在学者数
25 28 
26 1 40 
27 1 31 
28 1 25 
29 1 49 
30 ω 
31 3 3 238 
32 1 4 5 616 
33 2 4 4 10 866 
34 2 8 4 14 1264 
35 2 2 9(1) 4 170) 1563 
37 2 5(1) 16(1) 0 28(2) 2850 
38 2 5(1) 20 (1) 7 34(2) 3137 
39 3 5(1) 27(1) 7 42(2) 3724 
40 5 10(2) 35(1) 7 57(3) 4053 
41 7 15(1) 36(1) 8 66(2) 5317 
42 7 18(3) 37(1) 9 71(4) 5944 
43 9 19(5) 40 7 75(5) 6229 
44 1 24(8) 39(2) 8(1) 82(11) 6933 
45 12 26(11) 41 (2) 8(1) 87(14) 7398 
46 14 34(11) 45(4) 80) 101 (16) 8415 
47 18 41 (12) 47(6) 9(1) 115(19) 10153 
48 22 52(12) 55(6) 9(1) 138(19) 12215 
49 26 74(18) 56(5) 8(1) 164(24) 14033 








































































































































































年 文部省等政府 教 育 界 そ の 他
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表3 敗戦後の特殊教育に関係する活動（昭和30年代までを中心lこ） （つづき）












































































































年度 中 ノl、 中
26 不明 不明 20 不明
27 *32 2 *32 5 
28 43 24 94 14 
29 33 17 65 25 
盲 聾
30 26 16 70 6 
31 弱視 19 13 難聴 94 12 
32 25 4 68 9 
33 24 1 64 8 
34 36 16 79 17 
35 34 不明 96 不明
36 52 不明 98 不明






























































































































































































































































年度 tj、．ヰ学校 学級数 児童生徒輩 学級数 児童生徒数 学級数 理童生徒量
小学校 306 269 
29 
中学校 94 17 
小学校 515 * 163 
31 
中学校 231 *63 20 
小学校 603 34 266 
32 中学校 295 21 30 
小学校 799 9095 71 979 233 5761 
33 
中学校 5056 い三＂ia3408 lヨ.283 40 585 
小学校 1062 12292 99 1390 231 4718 
34 
中学校 547 6379 52 512 49 621 
小学校 17239 1824 3465 
35 
中学校 722 8459 59 550 71 790 
小学校 21743 1715 3195 
36 中学校 900 10748 75 708 60 599 
小学校 2664 27424 148 1762 228 3247 
37 中学校 1149 13402 73 803 64 717 
小学校 3331 27424 146 1672 226 2966 
38 中学校 .78 1561 17333 676 67 652 
出典文部省(1957-1964）；昭和29年度のみ文部省(1954.9.13)
＊肢体不自由・混合その他の特殊学級合算数
結 核 病 ~~ 性格巽常 混 ぷ~ その他
学級数 児童生徒輩 学級数 担童生徒量 学級数 児童生徒数 学級数 担童生徒数 学級数 目童生徒輩
119 109 
39 24 




104 1828 46 958 
……ぺ... ・・ . q~i ミ445 三25,二一301
92 1246 45 610 
37 555 29 332 
335 60 58 1187 238 
1 98 31 351 14 182 
307 50 1230 306 
22 214 41 487 14 134 
34 283 109 1253 40 370 
23 222 43 497 22 244 
34 269 135 1294 48 380 
26 248 44 496 17 196 
89 















































































































































































































































































































































































































































































































































































福山市立大学教育学部研究紀要 2015.vol.3, pp.77-98 中村満紀男・岡典子
状況だけではなく、戦前の精神薄弱児教育に対して必ずし 皆川正治 (1979）全日本精神薄弱者育成会 全日本特殊教育
も肯定的でない彼の評価と関連するように思われる。精神 研究連盟編 日本の精神薄弱教育戦後の30年 3. p.259-
薄弱教育の専門性についていえば、戦前の実践記録を一読 273. 日本文化科学社
すれば高度な実践は散見されるから、この分野において欠 宮崎直男 (1988）特殊学級教育 日本精神薄弱者福祉連盟編
如していたわけではない。問題は、専門性が特定サークル 精神薄弱問題白書一 1988年版 • p.71-75.日本文化科学社．
内に留まって、組織化されなかった点にある。さらに、戦 文部科学省（2014.10.14）文教費の概観第16表
前の盲教育界における専門性については、妹尾生（1948.5) (http:/ /www.mext.go.jp/b_menu/toukei/001/005/08112604/ 
だけみても、そのレベルには疑問がある。以上の点で、雪 003.htm 2014. 10.15閲覧）
丸（2010.9.p.15）とは見解を異にする。 文部省 (1952-1964）学校基本調査報告書昭和26年度 38年
度．文部省
文献 文部省 (l953a）特殊学級経営のために．学陽書房．
赤座憲久 (1961）自の見えぬ子ら岩波書店 文部省 (1953b）特殊児童判別基準とその解説一教育上特別
荒川勇(1992）戦後盲.1教育の運動と制度的整備 田研出版 な取扱を要する児童生徒の判別基準の解説一文部省
植田祐也（1951.1）萩原大島両先生をアメリカに送って．特 文部省 (1954.9.13）特殊教育関係参考資料 (B4判， 7枚） 国
殊教育， 13.p.24-26. 立公文書館
市津農・諸冨隆（2000.9）北海道新盤藤学園における虚弱女 文部省 (1958）新制義務教育の10年．文部省
子生徒（小学・中学・高校）の養護学校教育に関する史的 文部省 (1959.9.14）特殊教育関係資料（そのー） 特殊教育
考察一戦後初の養護学校後期中等教育（高等部）校の実証 に関する諸統計その他（B4判， 13枚）．国立公文書館
的研究（前編）一．障害者問題史研究紀要。 39.p.19-36. 文部省 (1961）わが国の特殊教育．東洋館出版社
糸賀一雄（1956）精神薄弱児の実態と課題 関書院． 文部省 (1965）心身障答児の判別と就学指導 文部省
川本宇之介(1925.2）聾並に盲教育の発展に就いて 備作教育， 文部省 (1978）特殊教育百年史．文部省
219. p.17-20. 文部省大臣官房調査課 (1968）児童生徒の心身障害に関する
小西信八（1903.6）小学校に盲唖学校を附設するにつきて． 調査報告書 文部省ー
教育実験界， l1(12). p.45-48. 村田茂 (1997）新版 日本の肢体不自由教育ーその歴史的発
小出進 (1979）特殊学級全日本特殊教育研究連盟編 日本 展と展望慶謄義塾大学出版会
の精神薄弱教育一戦後30年 1. p.123・150.日本文化科学 中村満紀男・岡典子（2015）戦後特殊教育の再建と再編成に
社． おける分離問題と設置責任主体に関する検討一昭和20年代
教育事情研究会編 (1981)中央教育若手議会答申総覧．ぎょう を中心にー 障害科学研究， 39,p.l 16 
せい． 中津和彦 (1979）養護学校学習指導要領の制定と教科書の作
三木安正 (1949）はしがき．特殊教育連盟編精神遅滞児教 成全日本特殊教育連盟 日本の精神薄弱教育一戦後30年
育の実際， p.l6. 牧書店 一2.p.175 193，日本文化科学社
三木安正 (1954.11）新干lj紹介 糸賀一雄編「勉強のない園」 日本近代教育史料研究会 (1997）教育刷新委員会 教育刷新
児童心理と精神衛生， 4(5).p.82. 審議会会議録6 岩波書店．
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